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THE TOKYO TOILETとは︖
⽇本財団が、多様性を受け⼊れる社会の実現を⽬的に実施する公共
トイレプロジェク ト。

渋⾕区全⾯協⼒の下、性別、年齢、障害を問わず、誰もが快適に使
⽤できる公共 トイレを区内 17 カ所に設置する。

趣旨に賛同する 16 ⼈のクリエイターが参画し、デ ザイン・クリ
エイティブの⼒で、新しい社会のあり⽅を提案する。

トイレの設計施⼯ には⼤和ハウス⼯業株式会社、トイレの現状調
査や設置機器の提案には TOTO 株式会社 の協⼒を得て実施。



デザイナー 後智仁 ⽒

1971年東京⽣まれ。91年武蔵野美術⼤学短期⼤学グラ
フィック科⼊学、同⼤学視覚伝達デザイン学科編⼊。95年
博報堂⼊社。2008年WHITE DESIGN設⽴。

主な仕事に、ユニクロ・サスティナビリティ部⾨担当クリ
エイティブディレクター、atama plus株式会社ブランド戦
略顧問、⼤阪経済⼤学⼈間科学部客員教授。 ファーストリ
テイリング・サステネナビリティーレポート、ユニクロ
「ドラえもん・サステナモード」、Tシャツ購⼊でドネー
ションができる、UT「THE PEACE FOR ALL」。キリン
「Tap Marche」など。

近年は、広告やブランディングにとどまらず、ファッショ
ン、建築、ディスプレイ、アートと活動の場を広げている。



広尾東公園トイレコンセプト【Monumentum】
by デザイナー 後智仁

今回のプロジェクトの元となった「⼈は、みんな違うという意味で、同じであ
る。」という思いを表現するトイレを作りたいと思いました。

安全、安⼼、清潔はもちろん、全ての⼈に優しいトイレにしたい。多くの⼈の⽣
活と多くの緑に囲まれた公園内ということもあって、パブリックアートの様に⽣
活の中にありながら、⼈に常に何か問いかけてくる様な存在。

このプロジェクトの意義を⼈に問い続けるモニュメントのようなトイレになった
らいいなぁと思っています。

世界⼈⼝と同じ79億通りのライティングパターンが、昼は⽊漏れ⽇の様に、夜は
⽉明かりや漂う蛍のように変化し続け、⼆度と同じパターンを⾒ることはないで
しょう。



デザイナー後智仁⽒の『こうしたい』

技術的に『こうしました』

エンジニア視点での『こうしました』を解説します

に対して



広尾東公園 照明制御システム概要

クラウドサーバー

数学者により開発されたロ
ジックに基づき、次の点灯
パターンの計算と、どのよ
うにLEDが切り替わるを決
定。

IoT通信⽤のSIMを内蔵。
LTE回線でクラウドサーバー
に接続。点灯データを受け
取り、該当する箇所のLED
に点灯信号を送信。

制御⽤サーバー

カラーキネティクス社のフルカラーLED768
個を縦16×横48のグリッド状に設置。照明制
御のDMX信号によってLEDの点灯をコント
ロール。

LEDグリッド

照明制御通信LTE通信

性能が求められるロジック部分にはクラウドサーバーを、屋外常設の照明制御に使⽤するサーバーは耐久性を重視して選定。
クラウドと制御サーバーはIoT通信⽤のSIM回線で通信することでデザイナーの期待に答える照明制御システムを構築した。



制御の流れと通信⽅式（プロトコル）概要

http request

http  response

クラウドサーバー 制御⽤サーバー
ぷらっとほーむ社

OpenBlocks IoT VX2

DMXコンバーター
ENTTEC社
ODE MK2

sACN

パワー／データサプライ
カラーキネティクス社

PDS-60ca 24V

LTE通信
SORACOM社

SORACOM Air
(NTTDocomo回線）

フルカラーLED
カラーキネティクス社
Color Flex LMX gen2

DMX

点灯信号



詳細説明



http request

http  response

クラウドサーバー 制御⽤サーバー
ぷらっとほーむ社

OpenBlocks IoT VX2

DMXコンバーター
ENTTEC社
ODE MK2

sACN

パワー／データサプライ
カラーキネティクス社

PDS-60ca 24V

LTE通信
SORACOM社
SORACOM Air

(NTTDocomo回線）

フルカラーLED
カラーキネティクス社
Color Flex LMX gen2

DMX

点灯信号

フルカラーLEDとパワー/データサプライ



フルカラーLED768個を縦16x横48のLEDのグリッドとして設置

フルカラーLED
カラーキネティクス社
Color Flex LMX gen2



縦4x横12の16区画に分割、
１区画を１台のパワー／データサプライでフルカラーLEDに接続

パワー／データサプライ
カラーキネティクス社

PDS-60ca 24V
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パワー／データサプライ
TR1〜TR16

フルカラーLED
768個

フルカラーLEDと
パワー/データサプライ

接続イメージ

カラーキネティクス社フルカラーLED４８個に対してパワー／データサプライ(TR)を１
台使⽤。RGBタイプのフルカラーLED１個に対してDMXは3ch使⽤。

１台のパワー／データサプライで3chx48個＝144chのDMXアドレスが割り当てられる。



http request

http  response

クラウドサーバー 制御⽤サーバー
ぷらっとほーむ社

OpenBlocks IoT VX2

DMXコンバーター
ENTTEC社
ODE MK2

sACN

パワー／データサプライ
カラーキネティクス社

PDS-60ca 24V

LTE通信
SORACOM社
SORACOM Air

(NTTDocomo回線）

フルカラーLED
カラーキネティクス社
Color Flex LMX gen2

DMX

点灯信号

パワー/データサプライとDMXコンバーター



フルカラーLEDとパワー／データサプライの接続イメージ パワー／データサプライとDMXコンバーターの接続イメージ

パワー／データサプライ
TR1〜TR16

フルカラーLED
768個

DMXコンバーター
①〜⑥

パワー/データサプライと
DMXコンバーター

接続イメージ

１台のパワー／データサプライ(TR)でDMXアドレスは144ch
を使⽤。ひとつのDMXユニバースは512chが最⼤なので１台
のDMXコンバーターに対し最⼤3台のパワー／データサプラ
イを接続。



http request

http  response

クラウドサーバー 制御⽤サーバー
ぷらっとほーむ社

OpenBlocks IoT VX2

DMXコンバーター
ENTTEC社
ODE MK2

sACN

パワー／データサプライ
カラーキネティクス社

PDS-60ca 24V

LTE通信
SORACOM社
SORACOM Air

(NTTDocomo回線）

フルカラーLED
カラーキネティクス社
Color Flex LMX gen2

DMX

点灯信号

パワー/データサプライとDMXコンバーター



DMXコンバーター ODE-MK2 (ENTTEC)

制御⽤サーバーから送られるIPベースの照明制御信号 sACN(ストリーミン
グエーシーエヌ）をDMXに変換するためのデバイス。
このプロジェクトではDMX6ユニバース分のDMXアドレスが必要だった為、
制御⽤サーバーと同じネットワークにODE-MK2を６台設置した

sACN

DMX



制御⽤サーバー OpenBlocks IoT VX2 (ぷらっとホーム株式会社）

屋外の常設プロジェクトに使⽤されることから、東京の真夏の環境でも耐えられるサーバーを選定。
中部電⼒の電柱環境監視や伊丹市の⾒守りなどで、屋外環境で実績のある「ぷらっとホーム株式会社」のOpenBlocks IoT VX2を採⽤。
LTE通信のSIMカードを内蔵できるので、直接ロジック⽤のクラウドサーバーに通信し、照明制御のアプリケーションはNode-RED(ノード
レッド）で構築した。



照明制御のアプリケーションにはIBMによって開発された
Node-RED(ノードレッド）というオープンソースを採⽤

Node-REDは⼈⼯知能やIoTなど、
新しい技術を組み合わせるアプリ
ケーションに数多く利⽤されてい
ます。



サーバー

DMXコンバーター
①〜⑥

制御⽤サーバー

DMXコンバーターと制御⽤サーバー 接続イメージ

制御⽤サーバーからは照明の点灯情報をsACNとい
うIPベースのプロトコルで６台あるDMXコンバー
ターに送信。



http request

http  response

クラウドサーバー 制御⽤サーバー
ぷらっとほーむ社

OpenBlocks IoT VX2

DMXコンバーター
ENTTEC社
ODE MK2

sACN

パワー／データサプライ
カラーキネティクス社

PDS-60ca 24V

LTE通信
SORACOM社
SORACOM Air

(NTTDocomo回線）

フルカラーLED
カラーキネティクス社
Color Flex LMX gen2

DMX

点灯信号

クラウドサーバーとLTE通信



LTE通信 SORACOM社 IoT SIM

現場設置する制御⽤サーバーとクラウドサーバーとは、
SORACOM社のIoT SIMを制御⽤サーバーに組み込み
LTE通信で接続した。



広尾東公園 照明制御システム概要

クラウドサーバー

数学者により開発されたロ
ジックに基づき、次の点灯
パターンの計算と、どのよ
うにLEDが切り替わるを決
定。

IoT通信⽤のSIMを内蔵。
LTE回線でクラウドサーバー
に接続。点灯データを受け
取り、該当する箇所のLED
に点灯信号を送信。

制御⽤サーバー

カラーキネティクス社のフルカラーLED768
個を縦16×横48のグリッド状に設置。照明制
御のDMX信号によってLEDの点灯をコント
ロール。

LEDグリッド

照明制御通信LTE通信

性能が求められるロジック部分にはクラウドサーバーを、屋外常設の照明制御に使⽤するサーバーは耐久性を重視して選定。
クラウドと制御サーバーはIoT通信⽤のSIM回線で通信することでデザイナーの期待に答える照明制御システムを構築した。



メンテナンス体制について



遠隔から電波状況や稼働状況の確認が可能

電波状況の確認が可能
ログファイルをチェックすることで

エラーの理由を確認

Node-REDをつかっていることで、遠隔からプログラムの修正・変更が可能



この制御システムのポイント

• 現場サーバーがネットに接続していることで、トラブルがあっ
ても遠隔から状況確認や修正、プログラムの変更が可能。

• クラウドサーバー側に難しい処理を分割することで、現場は処
理性能よりも堅牢性を優先したサーバーを選択できた。

• Linux、Node-RED、sACNなど、公開されている技術（オープ
ンソース）を採⽤することで、メーカーに依存することなく最
適なデバイスを組み合わせステム構築を⾏った。



スマートライト株式会社
https://smartlight.co.jp/

ありがとうございました︕


